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～それからのひとりごと～ 
 ② ひと回り大きくなった子どもたち 

 
 ひと夏越すことが出来ました。そう、ベ

ルギーの涼しい夏を2度過ごした身体には 

近年の暑い日本の夏を乗り切れるのか･･･恐

怖でもありました。１番こたえていたのは

大人の私。午後、あまりの暑さに頭痛がひ

どく、身体もだるくて夕方涼しくなるまで

身体をソファから起こす事ができなかった

日もあったほどでした（秋になり、ピタリ

と頭痛がしなくなったのにはビック

リ！）。 

 対して、イキイキしていたのが我が家の

子どもたち。「あつい～！！！！」と言い

ながらもにいちゃん（長男）はほぼ毎日の

野球、りょりょ（次男）も連日の外遊び。

子どもの方が柔軟に環境に適応するものな

のだと再実感しました。 

 

 最近はお友だちと一緒に遊ぶにはどうし

たら上手くいくかを本人なりに考え始めた

りょりょ。そんなに心配はしていなかった

のですが（私も能天気 & マイペースなの

で･･･）、園でお友だちとはしゃいでいる

りょりょを見る機会が増え、ちょっと

ホッ。以前よりも「りょうさん～♪（←園

ではよくこう呼ばれています）」と、声を

かけてくれるお友だちが増え、通園の道中

話してくれるお友だちの名前も増えまし

た。カバンを放って毎日外へ遊びに行って

しまう彼に、「今日はママと遊ぼうかぁ

～？？」「ん～、それはちょっとねえ･･･」

「！！！！」「ママが一番大好きなんだ

よ。だけどねえ～」こういう変化に嬉しい

なと思いつつ、手をつなぎながら歩き、お

しゃべりする時間も長くないのだなと感じ

さみしくなります。 

 

 そして、にいちゃんもハードな夏の部活

動を乗り切ったからか、少し逞しくなりま

した（野球部恒例の丸刈りもすっかり定着

しました（笑）！）。アニキになりつつあ

るにいちゃん･･･。まる１日休みの日だった

のは、お盆休み以外はありませんでした。 

お天気に関係なく、部活動や塾（週３

回）、学校行事とかなり忙しいのです。だ

からといって彼をしからないことはないの

ですが、あまりに多忙なにいちゃんに以前

ほど干渉することが出来なくなってきまし

た。反抗期一歩手前の時期でもあるので、

たわいもない会話でも続けるようにはして

いますが、口やかましくならないで済むわ

とも思っています。「か～さん。」

「ん？」「オレ、ちょっと筋肉マッチョに

なってきたよねえ～？？」「アハハハ～、

まだがりがりクンやん～！」「え、でもこ

こらへん。ほら？」「筋肉鍛えるんもええ

けど、脳もしっかり鍛えてね。」「ええ

～、無理～（笑）」彼との会話はこんなカ

ンジ。 

 

 ひと夏越してひと回り大きくなった子ど

もたちに嬉しい反面、秋の涼しさも手伝っ

てついつい感傷的になりやすい今日この頃

（笑）。いかん、いかん、大人も進化しな

くてはいけません！ パパは？ モチロンパ

パも頑張っておりますよ～！ 

 

 だんだん日本仕様に進化し（笑）、日々

を過ごす我が家。便利だし、情報量も多

く、あっという間に個々の用事で過ぎてし

まう日本での時間。そんな中感じるのは、

ベルギーで過ごした家族間の濃密な時間の

ありがたさ。ベルギーでの時間がベースと

なって今の生活があるので、ふとする会話

の中や思い出の中に家族で共有できること

が多いのです。それってとても幸せなこ

と。なので、ベルギーで過ごされている駐

在のご家族には、家族で過ごせる今の時間

をどうぞ大切にしてくださいと思わずには

いられません･･･！ 大変なことも、楽しい

ことも、悲しいことも、嬉しいことも･･･！ 

 

 我が家で迎える久しぶりの日本の冬。ク

リスマス、そして、お正月！  

日本ならではの過ごし方を楽しみたいと

思っております～♪ 

 

Joyeux Noël ! 
et  

Bonne Année ! 
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